
ＭＯＸ燃料調達に関する進捗状況について
○○当社ＭＯＸ燃料の製造に関する流れ当社ＭＯＸ燃料の製造に関する流れ

電気事業法に基づく、燃料製造に関わる検査結果および品質保証活
動の結果を反映した補正申請

輸入燃料体検査補正申請輸入燃料体検査補正申請

【初期製造】

・ペレット ： ＭＯＸペレットを少量製造

・燃料棒 ： ＭＯＸ燃料棒を少量製造

・集合体 ： 模擬の燃料集合体を組立て

【関西電力の確認内容】
・検 査（ペレットおよび燃料棒）
本格製造時より抜取数を増やした立会検査および記録確認を実施し、品
質が適切に確保されていることを確認。

・工程監査
適切な手順書に従って製造が実施されていること、管理値が遵守されてい
ること、品質記録が適切に作成されていること等を確認。

・巡 視
日常的に現場を観察し、問題なく製造が行われていることを確認。

【本格製造】

・ペレット ： 残りのＭＯＸペレットを製造

・燃料棒 ： 残りの燃料棒を製造

・集合体 ： 初期製造および本格製造の燃料棒を用いて集合

体を組立て

【関西電力の確認内容】
・検 査（ペレット、燃料棒および集合体）
立会検査、記録確認を実施し、品質が適切に確保されてい
ることを確認。

・巡 視
日常的に現場を観察し、問題なく製造が行われていることを
確認。

※燃料集合体製造完了までは、当社社員（２～６名）、元請会社である原子燃料工業の社員（６～１０名程度）がメロックス工場に駐在した。

○○海外ＭＯＸ燃料調達に係るプロセス海外ＭＯＸ燃料調達に係るプロセス

現時点

平成２１年１０月３０日

製造工程が安定し、仕様を満たす製品が製造できていることを確認するため
に実施する、加工工程（ペレット、燃料棒、集合体）ごとの少量の製造

初期製造初期製造

初期製造の結果、加工工程（ペレット、燃料棒、集合体）ごとに問
題がないことを確認した後実施する、通常の製造

本格製造本格製造

… 原子力安全・保安院による法的な規制事項。

(※１) … Ｈ16年５月から６月にかけて実施した監査結果を確認するための再度の監査。
… それまでの業務プロセスの実施結果に問題がないことを、社長が確認した上で実施する業務プロセス。

(※２) … ペレット、燃料棒および燃料集合体製造に関して、安定した品質の製品が製造出来ることを確認した後、

順次本格製造へ移行。

【補正申請内容】

・製造した燃料に関する基本的事項

燃料体番号の追記、製造した燃料の初期濃縮度を記載

・燃料製造に関わる検査結果

燃料材、燃料被覆材その他部品の組成、構造、強度等に関する
試験の結果。

・品質保証活動の結果

（製造前に行った品質保証活動）

契約前の品質保証システム監査および契約後の定期監査の
結果に基づく調達先の評価結果。

（製造期間を通じた品質保証活動）

検査、工程監査、巡視等の品質保証活動の結果。

※ 9月1日 輸入燃料体検査申請書の記載事項の変更連絡を実施
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高浜３、４号機用 １６体
H20年11月10日申請

高浜３、４号機用 １２体
〔３号機：８体 ４号機：４体〕
H21年8月19日発表

自主検査を実施したところ、一部のペレットで目標値の範囲内に収まらないものが
あったため、当該ペレットを採用しないこととし、製造体数を１６体から１２体に変更
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メロックス工場におけるＭＯＸ燃料製造の主な流れ （注）：燃料被覆管、上部ノズル、下部ノズル等の部品については原子燃料工業より供給
（※）：スケルトンとは、９つの支持格子を計装用案内管で結合した集合体骨格
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